
１ 事業の目的・必要性

「消防団の力向上モデル事業」事業紹介
消防団名事業名

アプリを導入することで消防団事務の煩雑化の防止、ペーパーレ
ス化の推進、業務の効率化を目的としている。

２ 事業内容

これまでは全ての出動報告を紙媒体による報告としており、各方
面隊（5方面隊）事務局において報告を受け、各消防主務者が年
額報酬等の積算を行っていた。
令和5年4月以降、火災等の災害時、ライセンスを付与する団員
（原則幹部）が団員の出動を把握し、上級幹部（原則として分団長
又は副分団長）へ報告、上級幹部が確認を行い、出動人員及び
出動時間を事務局へ報告するシステムを導入することで、出動報
告の円滑管理化及び出動報酬を自動計算とすることで、業務の
煩雑化解消及び効率化を図るもの。

写真や図など

４ 目標達成状況

指標 単位 当初目標 実績値 備考

打合せ 回数 ３回 ５回

説明会 回数 １回 １回

説明書
作成

部数 １９６部 １９６部

写真や図など

３ 事業成果

①アプリの導入により、紙媒体からデータによる報告に変更
となり、ペーパーレス化の促進に寄与した。

②令和5年度上期の出動報酬積算時（令和5年4月～9月分・
令和5年10月末支給）に1,000人を超える団員分の積算を

行ったが、積算時におけるヒューマンエラーが防止され、業
務の煩雑化解消及び業務の効率化につながった。

③事業者との綿密な打ち合わせを行うことにより、来年度以
降に更新予定の消防水利導入に向けた事前準備を行った。

５ その他参考情報

自治体名デジタル化による消防団事務等改善事業 福岡県飯塚市 飯塚市消防団


